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鴨島町は吉野川平野の南縁に

位附しており、町内の平地～山

麓地には、第三～第四紀の吉野川

の堆稲物が分布している（図 l)。

今回はこれらの地筋の澗杏を行

った（表 1、図 2参照） 。また

航空写真と地形図をもとに町内

と周辺地域の地形区分を行った

（図 3)。さらにこれらをもと

にして町内の山と川の変造（地

図 1．郎島町全景
手前が川品丘陵、右遠殻が向麻山。

表 l 肪序表

沖栢筋

形発逹）について考察した（図 7)。なお江

川の水温変化について若干の考察を行った。
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II 
町内と周辺地域の第三～第四紀層

町内ならびに隣接する川島丘陵に分布する

地肘は表 1のように区分される。

これらの地附のうち、鴨島町内には三波川

結品片岩、森山／邑、高位段丘礫｝門、沖梢腔が

分布する。

三波川結品片岩：町内南縁部の山地と向麻

山、笠松神社付近に分布する。緑色片岩、黒

色片岩、点紋片岩等より成る。

森山荊：町内南部の山路 ・寺谷地域と南西

l)小松島市芝田小学校 2)教育研修センター 3)徳島大学数掟部

4)阿南工専 5)神山東中学校 6)吉野町中学校 7)脇町高校
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図2 鴨島町と周辺地域の地質図
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図4.森山庖の礫の配列
偏平な礫ははほ一様に上流側（右手、西）
ヘ傾いている。玉林寺北西200m。

部の敷地 ・坦ノ原地域～川島高

校東の谷までの70m以下の山麗

に分布する。下部の粘土陀（森

山枯土！図）と上部の礫I~から成

る。森山粘土貯は亜炭を伴う湖

成堆栢物であり、吉野川の後背

に堆梢 したものと考えられる。

この枯土1芭か らは トウヒ、 パラ

モミ、モミ、シラピソ、ツガな

どの花粉を産し、当時やや寒冷

な気候であったと考えられる。

礫lrflの上部は風化が著しく、緑

色片岩や砂岩の礫は黄褐色のくされ礫となっている。向原の玉林寺北西200m

の地点では、礫の配列は西から東への流れを示す （図 4)。また坦ノ原の土採

場では結晶片岩礫に伴って砂岩礫を産することから、これらの礫は南の山地か

らではなく、吉野川の本流によって述ばれてきたものと考えられる。

高位段丘礫熟 ：町内西部の敷地奥、培ノ原付近～川島丘陵の海抜65~lOOm 

に分布する。厚さ約20mで森山！団を不整合におおう（図 5、6)。礫は結晶片

図5.森山庖を不整合におおう高位段丘
礫庖
正面の崖中程が不整合面。坦の原
の採土場。

図6.森山形を不整合におおう高位段丘
礫Im
中央の白い地肘は森山庖の粘土庖。
その上が高位段丘礫肪。不整合面は
北（右手）に緩く傾斜する。 従護学
校西の造成地。

岩類と砂岩の亜円～円礫より成り 、基質は砂竹である。基質のみならず礫も内

部まで著 しく風化しており、赤褐色を示す。

中位段丘礫庖 ：川島砦察署の東や川島公園付近に見られる。和泉砂岩・結晶

片岩 ・石英脈の亜円礫～亜角礫が多い。基質は砂であり、礫は内部まで風化し
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ているが、赤色化はうけておらず、むしろ脱色している。また森山粘土の塊を

含む。

新期扇状地磯附：中位段丘礫囮を不整合におおう。川島高校、鉗原付近に分

布する。結晶片岩や石英脈の角礫が多い。基質は砂であり、ほとんど風化して

いない。

低位段丘礫囮：地表では見られない。川島東保育所の地盤調査のボーリング

資料に見られるシルト混りの砂礫囮 (-3.1--8.lm)がこれにあたる。

沖稲統：鴨島町内の平地を広くおおっており。礫混りの砂～粘土随より成る。

m地形

山地：町内南縁部および向麻山、笠松神社付近で、三波川結晶片岩が分布す

る。

山麓地：町内南部および西部の壇ノ原付近で、森山屈が分布する。

高位段丘：海抜65~100mに断片的な緩斜面として見られ、前述の礫屈より

成る。かなり開析が進んでいる。

中位段丘・隆起扇状地：森山岡の上に重なるこれらの礫庖は複合して川島丘

陵を形成する。

扇状地・自然堤防：町内の平地のうちで、古くから集落のある喜来、北須賀、

蛭子、中須賀、宮間、麻植塚、中島、山路、飯尾、中筋などの地域は比高 2m

程度の自然堤防である。

旧河道：新開地～江川、麻名用水～飯尾川、敷地～森藤の 3地帯を中心に、

自然堤防の間をぬって網状に旧河道が発達する。谷底平野より 1~2m低い。

N 山と川の変遷

鴨島町内の地形発達は図 7のように考えられる。

森山屈下部粘土庖堆稲期（図 7-a) ：吉野川谷の沈降にともない、町内南

部には古森山湖が形成された。

森山屈上部礫屈堆積期（図 7-b) ：吉野川の乱流により、古森山湖には和

泉砂岩礫を含む礫屈およびシルト層が堆租した。

高位段丘～中位段丘形成期（図 7-c • d) ：森山屈の堆梢後、吉野川の乱

流と海水面の変動により高位段丘と中位段丘が形成された。

北岸扇状地成長期（図 7-e) ：阿讃山脈の上昇により北岸に扇状地が発達

し、吉野川は南岸を侵食した。固い基盤岩の露出する向麻山や笠松神社付近は

侵食をまぬがれ、川島丘陵が形成された。

低位段丘形成期以後（図 7ーり：川島丘陵の形成とともに吉野川の流路は
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a. 森山層下部粘土層雄積期

町内中央部から北部（笠松神社一向麻山以北）へと移り、縄紋以降は江川の流

路を経て現在に至った。

＞
 

江川の水温と水源について

4
 

江川の水温は夏に冷た＜冬に温

かいことで知られている。 1937~

碑の調査によれば、図 8のよう

に8月には10℃以下、 1~2月に

゜4 5 6 

b. 森山層上部隣層堆積期

H・．．．．． M・・

c. 高位段丘磯層堆積期 d. 中位段丘礫層堆積期

s
 

e. 北岸扇状地成長期 i f. 低位段丘形成以盪伺れE)

図7．鴨島町を中心とした山と川の変遥（細岡、 1983原図）
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7 8 9 10 11 12 1 2 3月 は約20℃であり、気温の周年変化

1937年 1938年 と半年ずれている。また冬の方が

図8．江川の水温と徳島の気温の周年
変化 (1937--38年） 夏より 10℃も水温が高いことは、

水温の年変化姐は10℃以上にお
よび、気温の変化とは対称的に

一般の地下水ではあり得ないこと

約半年のずれがある。 であり、通常地下水位が浅い場合

は気温とともに変化し、深い場合はほとんど変化しない。したがって、江川の

場合には、一般の地下水とは異なり、吉野川の伏流水が湧水しているものと考

えられる。前述のように江川は吉野川の旧河道のひとつであり、地下に分布す

る砂礫陪が透水屈となって、北西

から南東方向へ伏流水が移動する

ことが考えられる。地下水の移動

゜゚
2
 

3 

深さ

5m 

図9.月別地温分布（中央気象台）
地表での地温は季節により大き
く変化するが地下5m付近で
は年間の変化抵は 3℃以下にな
るため、地温の伝導によって年
間10℃以上の江川の水温変化を
説明することはできない。
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の速さは数mm～数10m／日であ

り、いま江川の湧水のある吉野川

遊園地から、最短距離にある北西

方の吉野川までは500m、この間

の伏流水の流速を 3m／日とする

と、伏流してから湧き出すまでに

約170日 (5~ 6ヶ月）かかるこ

とになる。このように、夏季に20

℃以上に暖められた吉野川の水は

半年後の冬に伏流水として江川に

達するものと推定される。

なお江川の水温変化の理由を地

温の伝導に求め、地温が地下5m

付近に伝わるのに約半年かかるた

めとする考えがあるが、図 9に示

すように、地下5m付近での地温



の年間変化母は 3℃に満たないことから、地温の伝導によって江川の10℃以上

に及ぶ年間水温変化を説明することはできない。
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